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核不拡散科学技術開発

　次世代核燃料サイクルでは、取り扱われるプルトニウ
ム（��）量は現状に比べてかなり大きなものとなります
（特徴１）。また、低除染（核分裂生成物（��）が多く残
留（特徴２））で、かつ、マイナーアクチニド（��）が
リサイクル（付加）される（特徴３）プロセスも提案さ
れております。以下では、これらの特徴的事項から求め
られる保障措置技術として開発または提案している例を
紹介します。
　特徴１からは、��等の測定誤差に起因する不確定量の
累積がより短時間で大きくなり、頻繁な査察が実施され
ることになるため、より迅速な測定・確認技術開発が必
要となります。
　特徴２からは、含まれる��に起因する�線の妨害に
より、現状の�線スペクトル同位体組成比分析が困難な
ものとなります。更に特徴３から、自発中性子発生量が
極めて高い２４４��（２４０��の約１０４倍）の混合が考えられ、現
状採用されている中性子同時計数法では、��測定が困難
なものとなります。このため、新たな�������	
�����技術が必要とされます。
　特徴２及び特徴３に対応する観点から、新しい保障措
置検認技術として、原子力基礎工学研究部門（遠隔・分
光分析研究グループ）の協力を得て、レーザー誘起プラ

�低除染�����混合�大量����取扱施設の保障措置検認技術開発�
13 －１ 次世代核燃料サイクル施設の先進保障措置を目指して
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ズマ発光分光法（����）とアブレーション共鳴吸収分
光法（����）を組み合わせた測定技術（図１３ -２）を次
世代燃料サイクル���サンプルの��の濃度・同位体迅
速測定に適用すべく取り組んでいます。
　また、従来より再処理施設においては、受払差（���：
払出値（計算値）と回収実績値の差）の累積が処理量と
ともに増大する課題があり、大量��を取り扱う次世代サ
イクルにおいては、その課題への対応がより強く求めら
れます。さらに、燃料ロッドの抜取り・転用が懸念され
る長期保管使用済燃料の増大に関して世界的な関心が高
くなり、困難とされていた使用済燃料中��量の���技
術開発が開始されています。
　この課題については、量子ビ－ム応用研究開発部門
（ガンマ線核種分析研究グループ）及び核不拡散科学技術
センターの共同で、レーザーコンプトン散乱�線（準単
色で透過性の高い１～３　���）を利用した、特定同位体
識別能力の高い核共鳴蛍光（���）法による使用済燃料
中��の���装置提案を行っています（図１３ -３）。
　これらの技術のほか、次世代核燃料サイクルに関して
は、多くの新しい保障措置技術開発が求められるものと
なります。
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図１３ -２　次世代���サンプル用���������利用検認システム概念
アブレーション用レーザーを照射して発生させた試料蒸気に、
プラズマ化レーザーを当て発生するブレークダウン発光によ
り含まれる元素（��）濃度を測定します。また、発生した試料蒸
気での同位体識別用レーザーの共鳴吸収により同位体比を測
定します。
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図１３ -３　����線���利用使用済燃料中������装置概念
３５０　���加速電子ビームと蓄積レーザーの（逆）コンプトン散乱
により発生させる２３９��固有共鳴励起状態エネルギー（２．１４３　���）
の�線を使用済燃料に当て、２３９������反応で発生する同エネ
ルギー�線を測定し、使用済燃料中の２３９��量を測定します。




